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福原有信・没後 90 年記念事業  
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   会場：千葉県南総文化ホール小ホール  

   参加費無料 
 

 

  
館山市の松岡八幡神社の鳥居には「明治四十四年 福原有信」と刻まれています。1848（嘉永元）年、松岡

村（現館山市竜岡）の医者の家に生まれた福原は、17歳で上京して西洋薬学を学びました。海軍病院薬局長を

経て、1872(明治 5)年に 23 歳で日本初の洋風調剤薬局「資生堂」を銀座に開き、医薬分業の礎を築きました。

房州白土を使った「福原衛生歯磨石鹸」を開発し、近代日本の公衆衛生に大きな足跡をのこしています。 

1888(明治 21)年、人びとが支え合う仕組みとして帝国生命保険会社を設立し、水難事故の多かった漁村の

救済にも貢献しました。1896(明治 29)年には、後に千葉銀行となっていく安房銀行を設立し、ふるさとの経済

振興に大きな役割を果たしています。 

長女は館山病院の初代院長・川名博夫の妻となり、四女は渋沢栄一の次男に嫁ぎました。関東大震災で壊

滅した館山病院は、福原の支援により療養型サナトリウムとして再建され、銀座資生堂が窓口となって保養地

館山の名を全国に広めました。渋沢もまた、虚弱児童の療養施設として東京養育院安房分院（現船形学園）を

館山に開き、渡米の際には館山病院二代目院長・穂坂与明（川名の女婿）が侍医として同行しています。 

震災の翌 1924（大正 13）年、76 歳で亡くなりました。福原の没後 90 年を記念し、松岡区が生んだ偉人の功

績を学び、その精神を地域の誇りとして未来に語り継いでいきたいと願っています。 

 

  


